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【主な研究成果】
Mg基LPSO/MFS合金のキンク強化特性に関する低温特性の調査例は少なく、特に回折手法を用いた低温での原子レベル構造・組織調査はほとんど行われていない。そこで、本研究では、共通試料を用いたキンク強化材の低温特性調査を、J-PARC物質・生命科学実験施設BL19を用いた低温下(20K)その場応力負荷中性子回折測定により実施した。また、相補的に、SEMおよびEBSD観察を、ILMで実施した。キンク強化材として使用したのは、Mg97Zn1Y2 (at%)のMg/LPSO二相材であり、比較対象として、AZ31合金とLZ91合金も使用した。今年度は、SEM/EBSD観察では、これらの合金の初期組織を調査した。
Mg/LPSO二相材は、押出速度2.5mm/s、押出温度350℃、押出比7.5の条件で加工され、初期組織は73%のα-Mg相と27%のLPSO相で構成されている。平均結晶粒径2.6μmの再結晶粒領域と平均結晶粒径30μmの加工粒領域から構成される押出方向に沿ったバイモーダル組織が観察された。比較材としたAZ31（Mg-3Al-1Zn, wt%）合金とLZ91（Mg-9Li-1Zn, wt%）合金は、押出温度200℃で加工されている。AZ31合金は主に平均結晶粒径2.5 μmの再結晶粒で構成されており、7%の変形粒も観察された。一方、LZ91合金では、Liが富集したBCC相とHCP相（α-Mg）が存在し、EBSD観察で16%のHCP相が確認された。また押出方向にはHCP相の{10-10}集合組織が形成されていることが確認された。

【今後の展望】
[bookmark: _Hlk167114509]この3種類の材料は、それぞれ初期組織が異なる。そこで初期組織に着目して、低温その場中性子回折を用いて、変形中の機械的特性に及ぼす異なる相の影響を、Mg/LPSO二相材料とLZ91二相合金で比較する。また、単相材料としてAZ31を用い、低温でのα-Mg相の変形メカニズムの温度依存性を調査する。更に、低温変形後の組織をEBSDで観察し、各変形モードの結晶方位や結晶粒径の依存性を解析する。これらを通じて、低温でのMg基LPSO/MFS合金のキンク強化特性を原子レベル構造・組織に基づいて明らかにする。






【具体的な成果】
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